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研究成果の概要（和文）：　本研究では、ベトナム、タイ、インドネシア、中国等アジア各国の高齢者ケアに関
する政策や、介護に関するサービスや人材育成に関する調査を実施してきた。特にベトナムは、日本に最も多く
の介護人材を送り出していることもあり、本研究の中心的な対象国であった。2020年に初めて「ベトナムにおけ
る職業リスト」に介護士が位置づけられたことから、今後の介護の職業化と資格化に向けた課題や、日越におい
て介護の実践や教育に関わる専門職のインタビューの分析を通し、ベトナムの高齢者ケアに適した介護人材の教
育の必要性と日本が果たすべき役割や課題について考察した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have conducted research on policies related to elderly 
care and services, as well as workforce development in caregiving across various Asian countries 
including Vietnam, Thailand, Indonesia, and China. Vietnam, in particular, has been a focal country 
due to its status as the largest source of caregiving personnel sent to Japan. Since 2020, when 
caregivers were first recognized on Vietnam's "Occupational List," we have examined challenges 
toward professionalizing and certifying caregiving, and analyzed interviews with specialized 
professionals involved in caregiving practices and education in both Vietnam and Japan. Through 
these efforts, we have explored the necessity of educating caregiving personnel suitable for 
Vietnam's elderly care needs, and discussed the roles and challenges Japan should undertake and 
address in this context.

研究分野：介護福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　アジア各国の急速な高齢化の伸展により、高齢者ケアサービスの開発や社会的ニーズに対応した介護人材の育
成が喫緊の課題となっている。一方で、介護保険制度により展開される日本の介護の理念や一連のサービスを対
象国にそのまま移転することは困難である。現状では、アジア各国から日本に多くの人介護人材を受け入れ、介
護福祉士の取得等による定着と活躍の推進に多くの関心が寄せられている。しかし本研究では、人材を送り出す
アジア各国の高齢者ケアや関連施策、その国の介護に対するあり様を知ることの重要性に焦点をあて、アジア全
体にとっての介護サービスの発展のために、日本が果たすべき役割について言及した点について意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 急速な人口の高齢化は世界規模の課題である。それに伴う財源、医療・介護人材、高齢者の健
康増進やケアの質の確保など、取り組むべき課題は山積している。2015年の国連総会決議では、
「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030アジェンダ」が採択され、これに伴い
世界保健機関（WHO）は「高齢化と健康に関するワールド・レポート」（2015）を作成した。つ
まり、「健康な高齢化」の実現に向け、介護人材の育成と介護の質保証について、戦略的かつ世
界的に取り組むことが求められていると言える。 
日本では、2015年の国連総会決議として定めた SDGsの「目標３」である UHC（誰もが、
どこでも、お金に困ることなく、自分の必要な質の良い保健・医療サービスを受けられる状態）
の達成を視野に、内閣官房健康・医療戦略推進本部により「アジア健康構想に向けた基本方針」
（2016）が策定された。アジア健康構想では、「日本で介護を学ぶアジアの人材を増やすととも
に、日本の介護事業者のアジアへの展開や相手国自らが介護事業を興すことを支援することに
より、日本で学んだ人材が自国等に戻った際の職場を創出し、アジア全体での人材育成と産業振
興の好循環の形成を目指すもの」とした。つまり、日本は自国の高齢化対策と介護人材の確保だ
けでなく、アジアからの外国人介護人材を受け入れ、同時に、介護事業と人材の好循環をはかり、
アジアの高齢化と介護システムの開発に貢献するという役割を担っている。また、世界で最も高
齢化が進展し、シルバー産業が発展している我が国の政策、医療、介護について、アジア各国か
らも強い関心が寄せられており、技術や教育といった支援も期待されている。 
 日本における急速な介護人材の受入れ制度の変化や、送り出し国の高齢者関連政策や資格化
の動きが活発化する中で、日本の介護人材育成の蓄積が、介護の歴史や制度、課題、方向性が十
分検討されないまま、単なる「介護人材育成カリキュラム」としてアジア各国に広がるという危
惧もある。アジア健康構想においても、「日本式介護」や「自立の支援」の移転といったキーワ
ードが注目されるが、果たして「日本式介護とは何なのか」「他の国の介護の理念や方法と何が
違うのか」といった学問的・社会的問いに十分こたえるだけの研究蓄積がない。日本がアジアの
高齢化に対応する介護システムの開発に貢献するという使命を果たすためには、日本が、アジア
の人々の生活や高齢者ケアに関する制度や実践について理解した上で、アジアの持続可能な人
材育成について学術的に考察する必要がある。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、日本やアジアで語られる「日本式介護（KAIGO）」や「自立の支援」とい
った理念や概念を紐解きながら、アジア各国で展開されている高齢者ケアの状況とあわせて、高
齢化等の社会状況に応じた高齢者ケアや介護に関する資格制度の動向を明らかにすることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）現地調査や文献調査により、アジア各国の高齢者ケアや関連制度、介護士の資格化の動向  
を明らかにする。 

（２）日本国内で就労する外国人介護人材へのインタビュー調査により、日本の介護をどのよう  
に捉えているかを明らかにする。 

（３）介護人材の受入れ、送り出し、教育、政策に関わる専門職へのインタビューを通し、外国 
人介護人材受入の課題や、人材還流の実現可能性等について明らかにする。 

 
４．研究成果 
 本研究期間においては、世界的なパンデミックにより国内外の調査に支障をきたしただけで
なく、介護人材の国際移動や高齢者ケアサービスの実施等においても著しい制限があったため、
当初予想された介護サービスや人材育成における国際間の活発な交流はみられなかった。 
 一方で、その副産物として、オンラインを活用したセミナーや教育などの交流が一気に進展し、
現地に行かなければできなかった調査もオンラインにて補完することが可能となった。 
 こういった背景の中で、主に以下のような成果を得た。 
（１）ベトナムにおける高齢者政策の変遷のとりまとめ、ベトナムの「2030 年までの高齢者ヘ
ルスケアプログラムを実施するためのアクションプラン」を日本語に翻訳し、そこに示され
ている「高齢者のヘルスケアに関する職業分類コード・研修プログラム・教材等を規定する」
という一文に着目し、ベトナムにおいてはじめて介護士（ヘルスケアサポートスタッフ）が、
国の職業コードに登録され、それに付随する資格教育の準備に着手していることを明らか
にした。また、関係者のヒヤリングを通し、ベトナム看護協会と日本の NGO（AHP ネットワ
ークス）等が連携していることを明らかにし、ベトナムの高齢者ケアの発展に日本が重要な
役割を担っていることを明らかにし、これらを論文として公表した。 
（２）ベトナム人のための介護福祉士国家試験合格を目指した学習支援については、隠れ漢字圏   
とも言われるベトナム人にとって、漢越語（漢字起源語が多く含まれ日本語の漢語と音韻



的・意味的に重なる語も多い）を活用した学習支援の可能性と効果について考察した。合わ
せて、EPA 等で介護福祉士に合格したベトナム人も多く、ベトナム人を講師やピアサポータ
ーとした介護福祉士受験対策の実施により、日本語とベトナム語を用いることで学習意欲
や成績の向上につながることを明らかにし、これらの成果を学会、論文で公表した。 
（３）タイにおいては、ベトナムよりも高齢化が進展しており、経済発展も伴って家族による高  
齢者のケアの担保が困難になってきている。現地調査では、自治体主導型のコミュニティケ
アが急速に発展してきており、ここでも日本の NGO や自治体との交流による学び合いの経
験が、高齢者ケアの施策・事業に影響していることが確認できた。 
   また、日本の企業や法人が現地の病院等と契約し、日本で培った高齢者のリハビリテーシ  
ョンや自立支援を目指す介護の知見を活かし、デイケアサービスを展開し事業拡大してい
ることを確認した。 
   同様に、ベトナムでも日本の企業が現地の医療法人と提携し、「自立支援介護」のノウハ
ウを活かしたサービスの提供と、日本への派遣を前提とした介護人材育成を実施していた。
また、ベトナムの企業が日本人の介護福祉専門職を雇用し、老人ホームや高齢者デイケアセ
ンターでの日本の介護の知見を取り入れていた。 
   このように、ベトナムやタイから介護人材を受け入れるだけでなく、日本の企業が現地に  
進出し、現地の制度やニーズを踏まえて、日本の介護の知見を応用、発展させていることを
確認し、アジア健康構想が描いた人材の還流や介護産業の振興による好循環の萌芽となっ
ていることを明らかにした。 
（４）「日本式介護」や「KAIGO」など、海外からすれば日本で展開される一連の日本の介護サー
ビスは、きめ細やかで質が高いと評されることが多い。しかし、他国と比べて日本の介護の
特徴が何か、と言われても明確な定義はない。これらについて、日本とベトナム両国で介護
や介護人材の教育に関わる経験豊かな専門職５名へのインタビューとその分析を通し、日
本の介護の特徴やベトナムに伝えるべき内容について考察した。（現在論文投稿準備中） 
（５）これらの成果については、学会発表、論文投稿、各種セミナーでの発表に加え、厚生労働  
省など国の事業や、静岡県をはじめとする自治体の介護人材の施策・事業に関与することで
還元されており、学術だけでなく、社会的課題に対応しうる成果を残した。 
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